
が
設
置
さ
れ
、
町
は
永
く
海
軍
の

町
と
し
て
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
ま

し
た
。

戦
後
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
、

当
時
の
様
子
を
直
接
知
る
人
々
も

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
な
か
、
予
科
練
を
主
体
と
し

た
記
録
を
保
存
・
展
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
貴
重
な
歴
史
遺
産
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
の
世
代
へ

伝
承
し
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
の
で
き
る
施
設
と
し
て
『
予

科
練
平
和
記
念
館
』
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。

日
増
し
に
寒
さ
が
加
わ
っ
て

心
細
く
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
が
、
小
春
日
和
の
日
は
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
今
回
は
、
予

科
練
平
和
記
念
館
の
建
設
の
概
要

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
記
念
館
建
設
の
目
的

町
に
は
、
昭
和
初
期
ま
で
二
つ

の
海
軍
航
空
隊
が
あ
り
ま
し
た
。

霞
ケ
浦
海
軍
航
空
隊
（
大
正
11
年

開
設
）
と
土
浦
海
軍
航
空
隊
（
昭

和
15
年
開
設
）
で
す
。
こ
こ
に
は

予
科
練
（
海
軍
飛
行
予
科
練
習
部
）

●
寄
付
金
募
集

町
で
は
、
予
科
練
平
和
記
念
館

を
国
民
的
な
施
設
と
し
て
整
備
す

る
た
め
、
基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。

予
科
練
は
全
国
的
に
関
係
者
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広

く
寄
付
を
募
り
多
く
の
人
の
力
で

建
設
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
予
科
練
関
係
者
、
ご
理

解
・
ご
支
援
く
だ
さ
る
人
は
下
記

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
『
予
科
練
平
和
記
念
館
整
備
推

進
応
援
隊
』
募
集

予
科
練
平
和
記
念
館
の
P
R
・

寄
付
募
集
・
特
別
展
手
伝
い

ー

な
ど
の
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
採
用
基
準
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
電
話
ま

た
は
直
接
下
記
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
お
わ
び
と
訂
正

『
広
報
あ
み
』
10
月
号
『
予
科
練

平
和
記
念
館
だ
よ
り
』
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
（
現
茨
城

大
学
農
学
部
一
帯
）
や
土
浦
海

軍
航
空
隊
（
現
武
器
学
校
一
帯
）

▼
シ
リ
ー
ズ
連
載
　
第
15
回

お
知
ら
せ

シリーズ連載 第16回

問い合わせ　予科練平和記念館整備推進室　 888ー1111（261） 14

整備スケジュール
平成19年度 実施設計

平成20年度 建設工事（2か年事業）
平成21年度 建設工事・外構工事（平成22年2月開館予定）

平成19年度
▽土地購入費：198,265（取得済）▽実施設計：
26,355（発注済）▽造成・排水管工事：約65,000

平成20～21年度 記念館建設工事：約870,000
平成21年度 記念館外構工事：約150,000

●
展
示
の
基
本
的
な
考
え
方

町
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
武
器
学

校
内
に
『
雄
翔
館
』
が
あ
り
、
尊

い
命
を
失
っ
た
予
科
練
出
身
者
の

慰
霊
と
真
の
平
和
を
願
い
、
戦
没

者
の
遺
品
や
遺
書
な
ど
が
保
存
・

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
は
、
雄
翔
館
と
あ
わ
せ
て
、

予
科
練
の
制
度
や
教
育
内
容
・
予

科
練
生
の
日
々
の
生
活

ー
を
通

し
、
予
科
練
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
か
、
事
実
に
基
づ
き

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
展
示

を
考
え
て
い
ま
す
。

事業費（単位：千円）


